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「多古町総合計画」策定に向けた 

令和２年度 町民ワークショップまとめ 

 

１．ワークショップの目的 

次期「多古町総合計画」を策定するにあたって、町民の皆様の意見やアイデア等を伺い、計画

策定の際の参考資料とさせていただくため、ワークショップを開催しました。 

今回のワークショップは、計画策定のために活用することはもちろんのこと、今後の多古町に

ついて考えていただく機会として、また、今後の多古町で活躍する方同士の繋がりのきっかけと

していただくことも目的としています。 

 

 

２．ワークショップ実施の概要 

【実施日時・場所】 

 日付 時間 場所 

第１回町民ワークショップ 令和２年７月 29 日（水） 
17：30～

19：00 

多古町 

コミュニティ 

プラザ 

文化ホール 
第２回町民ワークショップ 令和元年８月５日（水） 

 

【参加メンバー】 

町民アンケート、広報等でご応募いただいた町民の方 17 人、多古町職員 17 人、千葉県立多

古高等学校生徒 17 人の、計 51 人の方にご参加いただきました。 

 

 

３．ワークショップテーマ 

第１回町民ワークショップ 

検討・議論テーマ 

実現したい多古町の将来像、キャッチコピーを考えよう 

今後、多古町がどのようなまちになって欲しいか検討・議論

いただき、それをもとに次期「多古町総合計画」の将来像の

キャッチフレーズのアイデアを考えていただきました。 

第２回町民ワークショップ 

検討・議論テーマ 

町民参画の推進に向けた方策を考えよう 

多古町における町民参画を推進するため、様々な町民参画手

法に対する方策を検討・議論いただきました。 
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第１回町民ワークショップ まとめ 

～実現したい多古町の将来像、キャッチコピーを考えよう～ 

 

【多古町の将来像】 

◯まちの将来像は、多古町がこれからどんなまちになっていくのかを示す指針です。 

 

現計画 まちの将来像 

人・文化・自然 みんなでつくる 潤いのまち 多古 

 

 

次期計画では、どのような将来像を掲げる？ 

 

 

今後の多古町はどんなまちになったらよいだろう？ 

 

 

今後の多古町は、「どのようなまちになって欲しいか」？ 

◆次期総合計画の計画期間がおわる令和 11 年度では、多古町にどうなっていて

欲しい？ 

◆望むまちの姿とは？ 

「なって欲しいまち」からまちの将来像を検討！ 

◆「なって欲しいまち」をキーワードに！ 

◆まちの将来像としてのキャッチフレーズを考える！ 

 

「なって欲しいまち」主な意見のまとめ 

公共交通の利便性の向上等を主な意見とする【交通】、商業施設や娯楽施設の充実を求める【商

業】、自然が豊かな町を維持していく重要性を示す【自然】に関する項目は６チームすべてから意

見として出ています。 

また、地域の繋がり等の【交流】、【医療・介護】【子育て】の充実という項目も多くのチームか

ら意見が挙がっています。 

上記のような項目だけでなく、「各世代誰もが住みやすい」「町民全員元気で明るい町」「暮らし

続けたい・住み続けたい町」「安心安全」という住民の暮らしやすさに関する意見や、「のんびり・

ゆっくりできる」「ほどよいいい加減」「田舎と都会の両立」都会と田舎の融合といった意見も出

ています。  
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まちの将来像キャッチフレーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「あちこい」と言われる町 

●子育てしやすい自慢できるまち多古 

●世代を超えてみんなで暮らし続けたい町 

●空港とともに歩み活気のある町 

●豊かで美しいふるさと みんなが主役の とかいなか 

●多様性あふれ 子育てにやさしい町 たこまち 

●つながりがつくるみんなが住みやすいまち 

●人と一緒に育つまち 

●豊かな自然の中で進化をつづける みんなでつくる安心の町 

●美しい自然やさしく安全な暮らしやすいとかいなか 

●自然豊かで便利な住みやすいまち 

●全てを受け入れ発展する 柔軟でやすらかな町 

●思いやりあふれる安心・安全の町多古町 

●一人ひとりが「チャレンジ」一歩踏みだす活力のあるまち 

●ひとり一人が繋がりを感じられる町 

●発展と共存 みんなが主役のまちづくり 

●心やすらぎ 元気で活力のある温かなまち 

 

  

●円の大きさ 

多く出た単語ほど、円が大きい 

●線の太さ 

共起※の程度が強いほど、線が太い。 

●円の色 

青色が名詞 

赤色が動詞 

緑色が形容詞 

 

※共起：任意の文書や文において、ある文字列と

ある文字列が同時に出現すること 
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チームＡ 
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Ｂチーム 

 



6 

Ｃチーム 
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Ｄチーム 
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Ｅチーム 
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Ｆチーム 

 

 

  



10 

第２回町民ワークショップ まとめ 

～町民参画を促進する方策について考えよう～ 

 

〔町民参画とは〕 

◯町民参画とは、まちづくりやまちの取り組みに対して、町民の意見をより反映させるために、

行政と町民で意見交換する機会のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多古町における町民参画を活発にするためには、どんな手法が良いだろう？ 

 

多古町で町民参画を推進するための方策を考えてみよう！ 

◆「情報提供」推進方策を考えよう 

◆「意見聴取」推進方策を考えよう   ３つから２つを選択し、チームにおいて検討 

◆「意見提案」推進方策を考えよう 

 

主な意見のまとめ 

【情報提供（町ホームページや広報誌）】について 

写真や動画・カラーページ等を活用して見やすくわかりやすい情報提供を行うこと、個人の使

い勝手に合わせたホームページと広報誌の使い分け等に関する意見に加え、町民を主役にした内

容の情報提供を行い、注目度を上げる等の方策についても提案がありました。 

【意見聴取（アンケート）】について 

簡潔な質問形式等による答えやすいアンケート内容の工夫に加え、SNS を活用したアンケー

トの周知や実施、広報誌への QR コード掲載による Web アンケート調査についても意見が挙が

っています。また、回答者への景品等の特典に関する意見もありました。 

【意見提案（ワークショップ）】について 

公共施設等での周知による参加者増加の策に加え、参加者を興味のあるテーマごとにグループ

分けして開催することによる、更なる深い話し合いへの提案がなされています。また、ワークシ

ョップにおける参加者の関係作りや雰囲気作りが重要との意見も出ています。 

情報提供（町民に対し、必要な情報を知らせる）
➤例：ホームページ・広報誌・出前講座 等

意見聴取（町民の考えを把握するため意見を募集する）
➤例：パブリックコメント・アンケート・意見箱 等

意見交換（町民へ説明を行い、それに対する意見をもらう）
➤例：町民説明会・フォーラム・シンポジウム 等

意見提案（町民が議論した考え・提案を集約する）
➤例：ワークショップ・町民討論会 等

町民参画手法
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Ａチーム 
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Ｂチーム 
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Ｃチーム 
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Ｄチーム 
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Ｅチーム 
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Ｆチーム 
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